
＜検討会議の構成＞
・地域福祉に関わる団体の関係者、福祉等の事業に従事している方、大学生や公募委員等１７名で構成
＜検討会議の内容＞
・実効性のある地域福祉計画を策定することを目的に、地域における様々な福祉課題について、一人ひ
　とりの実感や経験をもとに、グループワークを中心に議論を行った

１　第五次宮崎市地域福祉計画検討会議グループワークの概要

「高齢者一人暮らし世帯」
「転入してきた子育て世帯」
などの具体的なケースを想定
し、当事者の悩みや課題等に
ついて検討

第１回グループワーク
（令和6年12月19日）

洗い出された課題等に対し、
地域の一員として自分自身が
無理なくできる支援のアイデ
アと、行政や関係機関に求め
る支援について検討

第２回グループワーク
（令和7年4月24日）

出された意見を、第五次宮崎
市地域福祉計画の基本目標・
施策の展開ごとに分類

第３回グループワーク
（令和7年5月21日）

・グループワークで基本目標・施策の展開ごとに分類した意見を第五次宮崎市地域
　福祉計画第４章の「各主体ができること」に反映
・市民等の地域福祉への参加のきっかけづくりとした



検討会議に参加いただいたメンバーの「声」をご紹介します

２　会議を通じての気づき・意識の変化（市民の声）

自分にできることか
ら始めたい
まずは身近な人との
会話から

違う立場・世代の人
とつながり、話すこ
との大切さに気づい
た

福祉は行政がするこ
とだと思っていたが、
実際には「自助」や
「共助（互助）」が
大切だと気づいた

普段から、まわりの
人を「それとなく」
気にかけたい

地域の居場所で、
「福祉」について話
題にしたい

支援が必要な人が取
り残されないよう、
支援する側も、学び
が必要だと感じた

兄弟で、親の介護な
どについて話す機会
が増えた

小さなあいさつや声
かけが、地域の安心
につながることを再
認識した


